
令和８年度～令和13年度

状況

成人 55.1 ％ 53.4 ％

20歳代

70歳代

40.0

59.0
％

％

37.5

38.0
％

％

年中児 24.4 ％ 20.0 ％

小学

５年生
58.6 ％ 45.2 ％

中学

２年生
45.6 ％ 52.9 ％

高校

２年生 55.0 ％ 31.0 ％

●家庭の汁物塩分測定結果「ふつう」と

「うすい」人の割合は減少しています
成人 56.3 ％ 55.2 ％

年中児 35.6 ％ 47.5 ％

小学

５年生 31.0 ％ 28.8 ％

中学

２年生 36.8 ％ 38.6 ％

高校

２年生 46.7 ％ 45.2 ％

●食品ロス削減のために何らかの行動

をしている人の割合は増加しています
成人 91.7 ％ 96.3 ％

私たちの食生活の変化　～令和元年度と令和７年度のアンケート調査比較～

●食育に興味・関心がある人の割合

が、20歳代・70歳代で少なくなってい

ます

基準値
（令和元年度）

現状地
（令和７年度）

●食事のとき、テレビ・スマホ・タブレット

などをいつも見ながら食べている人の

割合は、年中児・中学２年生で増加して

います

●野菜が好きである人の割合は中学２

年生のみ増加しています

改善 悪化目標達成 変化なし

１）健康・食生活の課題

①20歳代・70歳代の食育への興味・関心の低さ/②若年層の朝食欠食率の増加/

③就寝前の間食の常態化/④野菜離れ、副食不足/⑤適切な食事に関する知識不足/

⑥さらなる減塩意識向上が必要/⑦経済的に困窮している世帯への取組/

⑧子どもの頃から習慣化しつつあるスマホ・タブレット等を見ながらの食事　

２）共食・地産地消・食文化の課題

①共食が困難な世帯への取組/②半数に届かない地場産物の購入割合/

③家庭における食文化（郷土料理・作法等）の伝承が困難

３）食を取り巻く環境の問題

①食農体験の機会不足/②食品の安全・安心に関する情報不足/

③環境に配慮した農林水産物・食品の情報不足/④非常食の備蓄不足

　　　尾花沢市の課題

　　　食育推進計画、どうして必要なの？
　　生活習慣病の増加、伝統料理・郷土料理が次世代に受け継がれる割合の低下など、食に関する課

題を洗い出し、解決するための取組を多様な関係者と連携・協力し、一体となって取り組むことによっ

て、市民のみなさんが生涯にわたって“心”も“体”も健やかな生活を送ることを目指すための計画です。

尾花沢市


